
衛
生
隊
と
野
戦
病
院
を
統
括
し
た
新
し
い
「
衛
生
隊
」
を
規
定
す
る

形
で
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
大

東
亜
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
施
行
に
至
ら
ず
、
多
く
の
師
団
は
従

来
の
型
で
戦
場
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
八
年
以
降
の
新
師

団
創
出
に
あ
た
っ
て
、
前
述
の
案
が
色
濃
く
惨
ん
だ
野
戦
機
関
が
創

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

㈲
警
備
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
つ
の
野
戦
病
院
で
、
後
送
・
治
療
能
力
を
有
す
る
。

口
海
洋
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
個
で
、
三
個
野
戦
病
院
（
従
来
型
）
の
能
力
を
有
す
る
。

白
沿
岸
師
団
野
戦
病
院

師
団
に
一
つ
で
、
従
来
型
と
大
同
小
異
の
野
戦
病
院
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
野
戦
病
院
が
各
種
編
成
さ
れ
た
が
、
昭
和

二
十
年
八
月
時
点
に
お
い
て
、
編
成
完
了
し
た
も
の
、
玉
砕
し
た
病

院
、
編
成
完
結
途
中
の
も
の
を
含
め
、
そ
の
総
数
は
二
九
七
野
戦
病

院
に
及
ん
だ
。

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

江
戸
時
代
の
眼
科
諸
流
派
に
つ
い
て
、
小
川
剣
三
郎
『
日
本
眼
科

学
史
』
、
福
島
義
一
『
日
本
眼
科
全
書
（
眼
科
史
）
』
、
中
泉
行
正
『
明

治
前
日
本
眼
科
史
』
、
富
士
川
溝
『
富
士
川
瀞
著
作
集
』
並
び
に
、
『
京

都
大
学
図
書
館
富
士
川
本
目
録
』
、
『
東
京
大
学
総
合
図
書
館
古
医
学

書
目
録
」
、
『
研
医
会
図
書
館
蔵
書
目
録
』
ほ
か
の
資
料
か
ら
採
集
し

た
六
七
流
派
に
つ
い
て
、
各
流
派
毎
に
始
祖
、
主
た
る
活
躍
地
、
秘

伝
書
名
、
秘
伝
書
所
在
地
、
寺
院
と
の
関
連
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ

た
。
と
く
に
こ
の
う
ち
京
都
に
関
連
の
深
い
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
秘
伝
書
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
秘
密
主
義
の
時
代
か

ら
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
平
易
な
文
章
表
現
の
医
学
害
に
発
展
さ

れ
る
手
術
法
、
治
療
法
な
ど
に
よ
り
、
し
だ
い
に
、
派
、
流
の
独
占

す
る
秘
伝
を
維
持
で
き
な
く
な
る
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
各
流
派
の

消
長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秘
伝
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

京
都
に
お
け
る
眼
科
流
派
と
秘
伝
書

奥
沢
康
正

（
京
都
府
京
都
市
）
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